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2025年 9月 24日

3058555 茨城県つくば市研究学園1丁 目1番地 1
つくば市役所本庁舎 6階 つくば市議会局議会総務課
陳情受付窓口 ご担当者様

つくば市議会 黒田健祐 議長

吾妻中学校が存在しない団体会費を装い

保有している現金の返還および

偽装や捏造書類の作成も刑法に触れると

学校職員に理解させることを求める陳情書

陳情者   住所 i    茨城県つくば市

氏名 :

連絡先

第 1 陳情事項

市政の腐敗を食い止め、市民を守るため、憲法が定める義務教育
無償の保障と真に健全な教育環境を守るため、学校教育法が定める

学校の独立性とPTAの独立性を守るため、

1.学校長・教頭・学校事務の PTA加入を原則禁とし、公私混同
が発生しないよう徹底する。
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2・ 法令遵守の徹底が確認されるまでは学校職員による現金預か

りおよび直接現金精算などの現在巖扱彰ヽを金藤f禁童。

3.市内校長全員に「学校運営を任されているのは PTAではなく
学校長です。PTAの加入状況にかかわらず全ての保護者はあな
たの都下ではを排,り ません」盈ハッキリ通告する。

4,存在しない団体会費として返還逃れを繰り返す為の書類盤造
も刑法 (虚偽公文書作成鋒および同行使罪)に抵触する管を市
内企校金l脇竜員に通達するも

5,PTAか ら学校を拠点とした活動や施設利用許可の申し出があっ
た時点で関係法令の遵守を約束する旨、壽面を交わし、保護

者の承諾なく生徒をPTAの支難下ほ拳く権利も驚プジも持って
いないことのア占l知徹底。

6.学校教育法・地方財政法・地方自治法に従わず、公費負担区
分σう私費精算が学校内で勝手に行われていないか市内全校監

査実施。      |

7,法令に従うことなく恣意的につくば市が管理不全に陥るよう
に積極的な事務r向不作為持峰族な会議1・を陣i策する校長 (畑法
2蹄 条 二鶴詩卜業務妨害瀑改たは,子1法 19患 条 :職権逮用J件 )f′ )劇

事告発を視野に入れた全校監査実施。

8`各学校が公費負担区分の私費精算を行らてぃないか、市また
は外部監査機関による年 1陣1の監査および指導の徹底。

以上、8件について実施検討をお願い申し上げます。
最低でも過去 3年は遡っての監査が望ましいと考えます。

第 2 陳情趣旨

社会教育法で行政は、社会教育団体へ専門的技術指導や助言を与

える側であり、いかなる方法によっても不当に統細的支配を及ぼし
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干渉を与えてはならないと定められているにもかかわらず、つくば
市立吾妻中学校においてPTAが学校懇談会を隣司催し学校徴収金につ
いて虚偽説明で保護者を欺き、校長が自身の業務を PTA活動に変え
て、自治体が契約も雇用もしていない職員を増やし、出資させなが
ら無償労働させる運営形態を生み出していながら職務としての俸給
を得るなど、無法地帯である実態について、先に 8月 22日付で送
付した陳情書 (学校運営をPTAから取り戻すため法令や指導に従え
ない職員の処分と暫定的措置としてPTAの学校に係る活動の停止を
求める陳情書)において述べさせていただきました。
その中で含めることができなかった援助費の使途を追いながら、
学校職員に現金を扱わせてはならない状況がご理解いただけますよ
う(説明していきます。

吾妻中学校の援助費は、
人

も不明の「会費」として扱
われています(添付証拠 1)カ
金も区男可していないように、

長がPTA会費も学校徴収
は義務教育制度 (学校)を利

用して虚偽説明することで生徒や保護者をも私物化(勝手に会員扱
い)レ、実在しない団体会費(添付証拠 2)を装うことで、返金逃れを
繰り返している魂金です。刑法第 156条虚偽公文書作成罪および同
法第 158

しかし
条偽造公文 使罪に抵触しています。

くば市長が回答したように、強制寄附金徴
収を誰も認めることができないので、学校徴収金 (何処までで1手つて
も4二徒に帰属する現金)に しかならない現金です。
生徒も保護者も自治体も欺いて、全員から現金が欲しいという強
い意志だけはよく伝わります。

徴収する必要が無いほどの繰越金や、PTAが消費した領収証など
を指摘され、都活動 (生徒の自主活動)に使われたのだから文句はな
いだろう?と いう方針転換を図ったようですが、私人への強制寄付
を誰も認めることができないので、その生徒にかかる経費ではない

現金寄附を強要できる理由がありません。
令和 6年度は残高を減らすために頑張つて沢山使ったようです
が、使い込んだその現金は、支払う必要がなかったのに過剰徴収し
てしまった生徒へ返還する現金です。

令和 6年度の援助費の使途を一覧で示します。
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No.1 茨城県軟式野球部連盟登録料

※宛名および領 ll叉 翔不裁載。

20,000円

合計 20,000円

・野球部

。女子バスケントボエル部

。男子バスケットボエル部

心吹奏楽部

※部員数 20人としても 1人あたり年間 25,000円程度なので、入部前に検討用
びジ説明文書を配布したり、年間活動経費の負担了承を得てから入部してもらう

手順を学校イ員llが恣意的に避けているとしか思えない。

No.2 JBAチーム登録料 8,800用

No,23 県南バスケットボール新人選手権大会参力B費 3,000円

No.48 U151BAリ ーグ戦参加費 2,000円

No4 29or34 毎日・茨城杯大会参加料 5,000円

合計 18,800円

No.3 JBAチーム登録 8,800円

No.24 県南バスケットボール新人選手権大会参加費 3,000円

No,47 U151BAヅ ーグ戦参加費 2,000円

No,29or34 毎日 ,茨城杯大会参加料 5,000円

合計 18,800円

No.5 指導用キーボー ド、メトロノーム 110,715円

No.6 茨城県吹奏楽連盟県南地区団体参加費 13,330円

No.9 茨城県吹奏楽連盟参加費 16,152円

No. 楽器運搬 73,150円

No.12 楽器運搬 78,430円

No.30 アンサンブルコンテス ト がス代 60,500円

No.3と 楽器運搬 73,150円

No.35 アンサンブルコンテス ト バス代 71,500円

合計 496,927円
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No.7 絵具 2,943円

No.21 紙・刷毛・絵具 61,559円

No.38 紙 9,600円

合計 74,102円

美術部

・生徒・ 護者への返金

・サラカー都

※金額的に 1足である可能性が低いが起票もいい力日減ながら、承認 した校長 C

教頭 。学校事務もいい加減。 どうでも良い現金として扱われていることがよく

分かる。

,男子ソフ トテニス部

・女子ノフトテニス部

No.8 2名 (7か月分) 5,600円

No.■ 7 1名 (5か月分) 2,000円

No。 39 1名 (久拠理麹がなぃ事を確認の上、全緩速選) 4,800円

No,50 400円1名 (1か月分)

合計 12,800円

No,10 茨城県サンカ~協会 IFAチーム登録料 1,000円

Nor 10 関東サッカー協会チーム登録料 1,000円

No。 10 日本サッカー協会機関誌購読料 5,000円

No.10 日本サッカー協会 JFAチーム登録料 2,500円

No。 10 日本サッカー協会システム利用料 176円

No.10 サンカ~ン ックス 数量 生 5,280円

合計 14,956円

No.18 ユニフォーム 81,200円

No。 19 茎崎運動公園往復バス (市新人戦) 67,500円

No.40 稲敷杯参力H費 1,000円

合計 149,700円

No.42 稲敷杯参加費 1,000円

合計 1,000円

※全生徒は 4,800円ずつ支払っています。
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No.4 茨城県パレエボール協会チーム登録料 5,000円

No.18 男子用ユニフォーム 92,092円

No,27 桜総合体育館往復タクシー (男子県南) 7,200円

No.49 県南パレーボール選手権大会 (男子) 1,000用

No,49 県南バレーボール選手権大会 (女子) 2,000円

合計 107,292円

。男女バレーボール部

・陸上部

・パソコン科学部

※購入数が部員人数 と合わない。本当に生徒所有物として購入者に渡したかも

不明。

・父げ道部
援助費からの支出なし 0円

合計 0円

※全生徒は 4,800円ずつ支払つています。

とプレコン参加者 ?
ドo。 32 タクシー代 (12月 17日 i添付証拠 4) 3,100円

合計 3,100円

※つくばスタイル科の令和 6年度のつくば市プレゼンテーションコンテス トは

11月 22日 (金曜日)につくばカピオで発表会 (添付証拠 3)が行われており、コ

ンテス ト前の演奏会 (吹奏楽部)と しても日付が合わない。

※科学フェスティバルもつくぽカピオで実施しているが、現地集合現地解散。

※つくばカピオは吾妻中学校から徒歩で 30分程度の距離。
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No.20 笠松運動公園往復バス (県新入戦) 194,880円

No.28 笠松運動公園往復バス (県南駅伝大会) 96,340関

No.37 全日本中学校陸上競技選手権 25,400円

合計 316,620円イ

No.43 ガラス管Xl,T宇管×3 9,635円

No.44 マイクロビットX10セ ット 89,870円

合計 99,505円



No.22 外に掲 1ザる横断幕 (2名分・PTAまたは雑費) 48,642隅

No,41 思春期イ呆健講座 (支払手数料) 10,000円

合計 58,642円

・PTAまたは

・学校経費

※市教委はクオカエ ドによる謝礼を禁上しています。

※公施設の維持修繕に係わる経費の転嫁は禁じられています。

このように、吾妻中学校は年間 100件も無い会計について適切な

管理ができない状態であり、市教委も「校長責任」として一向に監

査を実施していませんどこれだけ証拠がありながら事実確認した上

で具体的な事務処理を指導しておらず(つくば市は未成年者 (生徒)
を守る気がさらさら無い事が分かります。
学校行事である合唱祭今向けた指導 (授業)にも招聘した経費

(No.26)は人件費であり、公費負担区分である事を学び推進課も認
めて(添付証拠 5)います。これまで生徒に経費を転嫁できなかった

方が正しく、援助費徴収を正当に見せ掛けるための虚偽説明に合掛昌

祭を言い訳にした点について、1円 も領収証が含まれていた事が無
いと指摘を受けて、合唱祭のための経費に使った事実を作るために

生徒に転嫁したようですが、学校行事であるならば転嫁できない経

費であり、修学旅行のような有償課外活動であれば手続きとして教

育長の承認が必要ですが、課外活動計画書も存在しませんでした。
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No。 14 クオカー ド(薬物乱用防止教室・支払手数料 ) 軌000円

No、 16 クオカ‐ ド(よ うこそ先輩 。支払手数料 ) 51,000円

No.25 クオカー ド(飲酒防止教室 。支払手数料 ) 3,000円

No.26 オペラ歌手による合唱指導・演奏会 (人件費) 194,980円

No、 33 クオカー ド(喫煙防止教室・支払手数料) 3,000円

No,15 除車作業 (維持整備費) 149,950円

No,46 フロアフックス (維持整備費) 29,040円

Noi 45 卒業式花代 (式典費 ) 40,000関

No.36 つくば特別支援学校交流会 バス代 60,500円

合計 534,470円



そして、特別支援学校との交流に関する経費として 60,500円が
生徒負担 (添付証拠 6)と ならてぉり、

“

校長が「文部科学省
が推進している」と説明(添付証拠 3)しています。

本当に文部科学省が生徒の懲主活動として自腹でインクルーシプ

教育システムを構築するよう推進したのか確認しました。文部科学

省初等中等教育局特別支援教育課は、インクルエシブ教育システム

構築事業が予算化された事業である事を公式ホームページで公開

(添付証拠
fr)しKぃました。

尤篤ゝ :〕 l″ く譲認暮せるたもた,に、翻;介鶴に事実警,Iまいるのは詐欺の

常套手段であり、中でも福祉活動を理由に用いるのはかなり酷い部

類であると認識しております。

他の自治体でも学校職員が、PTAな どを介した学校不正会計(PTA
活動と称して学校職員に現金供与し公費で清算すべきものを不ム費精
算させる行為)に協力を拒んだ保護者に対して「内申書に影響があ
る」などと不利益があることをチラつかせて魏金を強要する行為が

確認されており、議会で答弁させられる事態が既に起きています。
事実であれば、学校職員に現金を渡すか渡さないかで生徒の評価
が上下するわけですから、学校はお金が全てを決定する機関です。
学校が発行する成績通知や内申書は「利用しやすい保護者かの調査
書」でしかないことになるので、職員が生徒に努力放葉を促してい

るだけです。
そこまで腐っているなら成績誰瞬月や内申書に値段を明記して離布i

すればいいでしょう。その方が生徒も不登校も選択肢の一つとして

認識しやすくなり、各々が有意義だと思う過ごし方を考える事が出
来ます。

学校が生徒の進路を質に取り現金を要求する機関だとハンキジし
た立場を取るだけでも職員の業務量は減ります。それが働き方改革
だというのなら、義務教育制度の是非について全国民が主権者とし
て答えを出すステップに入れます。

つくば市における不正を有耶無耶にさせる為に無駄に時間をかけ
たり偽装工作することを校長の主な業務として命じているか、何度
指導を受けても本当に理解できない人材ばかりを校長に任用してい
るか、明らかにしなければならない状況にあるでしょう。
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2025年 9月 12日付けで、小中学生の大会遠征における交通費・

宿泊費・器材運l兄鸞費の助成について掲載 (添付証拠 8)されました。
少しずつではありますが、解決に向けた僅かな前進が可視化されて
きています。
しかし、存在しない団体の会費を装つて、疑わない生徒および保
護者から現金を徴収し保有している説明は未だされておらず、援助
費はPTAと は関係が無いとPTA会長が PTA総会で説明しても、結局
PTA会計監査が正当な書類に見せ掛ける不正に加担した事実(添付証
拠 9)は変わらず、学校職員塩とうTA軽3徳 1)信頼できない状況が変わゃ

ていないため、本件陳情を認めるに至りました。

第 3 添付証拠書類
計 19枚、添付しました。

以上
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令和7年度 つくtよ市立書姜中学機援助費 予算

令和,年4月 26日 i鬱《4ど礁立離 中学被曇

生
1収入の部

2支出の部

但し,項目間の流用を認める。

項  日 前年度予算額 本年度予算機 増 繊 付  寵

会 費 1.315.200 1,368,000 521800 400円 X286人 X12か月=モβ68,000円

銀 行 利 忠 10 0 -10

線 越 金 3,224,202 2,6681'78 -536.514 前年韓

補   助   金 70即 0 110,000 40側 磯 り(被産事刈り貴(ンルバー人材)補助

雑   収   入 0 0

合 計 4,6091502 4,146,778 -462,724

項  目 前年度予算額 本年度予算額 差 額 付 含己

部 活 動 補 助 金 450.000 4301000
4部活磯への補助
部活動登録料 等

環 境 様 化 補 助 140,000 :Baooo 4■∞ 0 花奮,膠料.被内薫境整備 等

輸 送 費 補 助 1,000,000 11000,000 学校代表◆加バス代、タクシー代 等

教 育 活 動 費 補 助 700,000 700,COO
学輯補導執材、作品応募送料 .

警程付準経費 帯

謝 礼 関 係 801000 801000 外部陰師欝乳 等

予   備   費 2,2391502 1〕 ,96,778 -5021'24

合 計 41600,S02 4,ヽ 46,778 ―ヽ621'24

在描中また、

目売典を

お願いいたします。

たヽだきました。おかげさまで、
…人の声書聴き、よりよい敬育潜励汀と

ヽ

め 生催の緒活

そこで、
目的
1)詈妻中学校の軟育の売典と振興を援助する。
と)項目
・部活動の奨励撮助 車 41七等の後韓繰助 j輸送費補助 ・教育活動補助 朝 弱 係

'

1ヽ『

(1) 助費とし、PttA会負と別枠編制とする。
る。(4和0年森改正〕

(3, と同時に納入するc

援助費について、ご賛同いただけない方やご質問がある方は、数躙までご遠絡(020-852-7'Sl,ください。

生



1転η

様式第4号 (第 6条関係)

行政文書不開示決定通知書

7つくば吾中第79号

令和 7年 (2025年)9月 9日

つくば市教育委員会教育長

令和 7年 (2025年)8月 4日付けで開示請求のあつた次の行政文書については、

公開条例第9条第2項の規定により、次のとおり開示しないことに決定したので通知します。

(審査請求に係る教示)
には、この処分があつたことを知った日の翌日から遇算して8かこの処分に
会教育長に対
翌日から趨算

して審査備求をすることができます (なお、この処

2

様

不服がある場合
くば市教育委員月以内に、う

して 3か月以内であつても、この処分の日の翌日か分があつたことを知つた目の

ら起算して 1年を経過すると審査請求をすることができなくなります。)と

(処分の取消しの研えに係る教示)
の処分については、この処分があったことを知つた日の翌日から題算して 6 か月以内に、
つくば市を被告として (訴訟におヤヽてつくば市を代表する者はつくば市激育委員会となりま

す。)、 処分の取消しの訴えを提題することができます (なお、この処分があつたことを知らた
掛の翌開から越算して6か月以内であうても、この処分の日の翌日から趨算して1年を経過す
ると処分の取ユ肖しの訴えを提起することができなくなります。)。 ただし、上記の審査請求をし

た場合には、当襟審査脩求に対する裁決があつたことを知つた日の翌日から起算して 6か月以
内に、処分の取消しの訴えを提起することができます。

|

ヽ

援助費を会費とする団体の会の名称が分かるもの行政文書の名称又は

請求に係る行政文書の

内容

開示をしない理由
□つくば市情報公開条例第8条該当
也文書不存在

(騒

島操基会費とする団体の会は存在していないため

■
■

・　
　
　
４

開条例 5□ つ

つくば市立吾妻中学校 電話番号 029-852-7751担当課

生
生



■

つくば科学フェスティバル2024
今年度のつくば科学フ手ステイバルは ■月 9日 (圭 )

に行われ、パツコン科学部が学校の代表として参加をし

ました。当日は吾妻小の希望者と国土技術政策総合研究

所の方とのコラボレエションで「ゲームとクイズで防災 、
を学ぽう」というテーマでの出展となりました。たくさ 積

!|III→

耳、
ルの来客がありましたが、小さいお子さんも多く、その子たちと一緒に防災トランプをしたり、発泡ス

チロールでできたプロック建材を使ってのジェンガをして地震の時の塀の危険性を学ばせたりと、パノ

コン科学部の皆さんは大活鳳ミでしたと

アンサンブルコンテスト
吹奏楽部が 11月 17日 (日 )に行われた茨城県アンサンプグレヨンテスト県南地区大会へ出場をしまし
た。吾妻中
参カロ124撲諌と農霙イ蕩筆逸雲洗縁釧彗ふ洗留班僣出傑:'希占L■さん、

ん、 7年の■■■さんの管楽四重奏が見事県大会出場を果たすことができました。 (演奏曲:

スコティッシュ・ファンタジーー民俗的旋律による 11の変奏曲)県大会でも仲問たち
の思いを胸に、滴張ってほしいと思います。

つくば市プレゼンテーシヨンコンテスト

芦 魏 騒 :蘇 藝 竜臨 電
5部門合わせて市内約 4200の応募があり、その中から 16作品が選ばれ
る、という狭きFBでの受貫となりました。受賞者は 1二 月 22日 (金)に
っくばカピオにで発表を行い、「無理なく自然に循環を」というテーマで
「規格外野菜をレトル トカレーにしては」という提案をしましたっ堂々

とした、そして少しユーモアのある、すばらしいプレゼンテーショIンを
披露してくれました。
これからの社会で活躍するため必要な力の 1つ として、プレゼンテ‐ションカは重要であると考えま

す。これからも「分かりやすく伝える発信力」や「本目手が納得できる説明力」を育成していきたいと思
います。

特別支援学校との交流
12月 3日 (火)に福祉委員が特別支援学校との交流活動を
行いました。支援学校へ出向いての交流活動となりましたが、
3グループに分かれてボッチャ、モルック、トーキング&ミ ニ
ゲームを行い、支援学校の生徒さんたちとの交流を深めるこ

とができました。
文部科学省では、共生社会の形成に向けたインクルーシプ教育システム構築のための特別支援教育の

推進をかかげています。その中で HPには「特別支援学校と幼 。4ヽ 1中・高等学校等との交流は、双方に
とって、共生社会の形成に向けて、経験を広め、社会性を養い、豊かな人間性を育てる上で、大きな意

義を有するとともに、多様性を尊重する心を育むことができる。」と記されています。今後も豊かな経験
を通して、多様な人々と共に生活していく力を身に付けさせたいと思います。

生徒会役員選挙に向けて
今年度の生徒会役員選挙が、12月 11日 (水)に行われます。それに向けて、
選挙活動がスタートしました。立候補者は選挙ポスタ‐を制作。掲示したり、
責任者と共に朝の選挙運動を行つたり、放送で事前演説を行つたりしていま
す。また、選挙に向けて選挙管理委員会が立ち上げられ、委員長の9-
― さんを中心に熱心に準備が進められています。
立侯補者は吾妻中をより良い学校にしたい、という強い思いをもって立候補
をしています。その思いを大切にし、より良い選挙となるよう支援していきた
いと思います。

一打
浄

・

八鞄愁愁患牟選
油撒籍 疹恥

3カ

吾妻学園

つくば市立吾妻中学校

学校だよりNo.15R6.12,9



担当者

かΥο、サエ

物 品 購 入 伺

事務

令和 6年   11月 30日

教頭校長

その他 (運営費)PTA教材費生後会常 援助費 1学級費市 費
O

支払先数量 金額

3,100

単価

会計費自

プレコン参加生徒輸送

用

名

3,100

途 鞘港貨補助

計
品

事務

支 出 伺
苓和  6年 十ユ月16日

金 3,100同

↓冨巳のとおり支出してよろしいか。

※1 「銀行申ム戻環」と『業者紳品書・舗求書」と共に提出 (裏面に添付)
※2 市費該当の際は,業者納品書。講求書を糊付けせず,ク リップ止めで提出
※3 支払い後・ 『領収審』を添付 (裏面に貴古付)
迷4 物品購入決定後,変更があつた場合は朱書きで

“

甚し翼講寺糀ネ

支 払 確

年 二 月  1 日

教頭校長

■

進  鍵と支払日

会静報当者
・
激頭 勅被長 受4要自l

■ ■ロ ■
の
ょ

ぁ

こ

に

で
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た
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額収書添付
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ぎいました

く

隷 ユ

生

有眼会社

境'金
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専ⅢCyberMa‖ つくば市学び推遣黒くedco20@ci呻・tSukubaHig田】p>

送個者:つくば市学び推進課くedc020@dty,tSukuba.Ig.,p>

受信書 :

日付 :  Thu▼ 10 Ju1 2025 18:51:50

俸名:  
二:/51RⅢlご琶|と
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■

一

回答が遅れまして
以下の内容につき
よろしくお願いい

した。
回答をお送りいたします。

r心配をおかけいたしました。

妥評ち浄振議比あ苛能性が高いことが分かりまし

:二i:|ぞとな::gョョ与::二こ手黒蕃奪

①6/19(木)のメールでのホタル池祭りでの不審者についてのご回答

②6/25(水)のメールでの質問1, 2. 3へのご回答

芝こIヨJを言EFttFこ撃要≡馨彗彗猛猿重書え曇鋒:豪為鷺量悟議葺与書鷲F儀手こ曽こ
ください。

ド星尋皇七羅言寺羞垂踏準裏房躍誘室糠1棗盤岳督塁鴨犠傘得口菅モ哀告災響ご甕貿査え簑
口答

]駅専受金皇経冒森凛農寒泳ち凝積挙密蓬憂翠
,い理解です。

‐=掃
:膊乱ゞ奪零禰
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屈p、 3b

担当者 ら

物 品 購 入 伺

校長 一類

令和 6年  12月 24日

■

事務

援助費 PTA その他 (運営費)学級費 教材費

O

会言1費 目 市 費 生

支払先数量 単価

δ5,000

S〕500

金額

60,500

員会)

合 計

用  途 中働選費補助

教頭 事務校長

支 出 伺
令和  6年  12月 24日

金 60,500門

上記のとおり文出してよろしいか。

Xl 「銀行払戻票」と「業者紳晶書‐講求書】と共に提出 (裏面に添付)

※2 市費該当の際は,業者納品書・請求書を中務付けせず,ク リツプ止めで提出

※3 支払い後,「領収審Jを添付 (裏面に賄付)
※4 物品購入決定後,変更があつた場合舛朱書きで訂正し理由も記入

支 払 確 丘写

こθ)・与
に よ り
で あ る

し ,よ ,

交付 され
脇
物
公
た

支払日 も 年 ′ユ1月   ■ク甲
粒 畏 教頭 事務 会計撫当者 愛領F,

■ ■

つ
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/J留罵収書添付

領 収 証
No.

うくば市立吾妻中学校 様

命額 60,500 円

但 12/3パス代として

令和 6年  12月  27日 上記正に領収いたしました

株式会社

登録番号

f
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公
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報
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請 求 書

1

う
多

つくば市立吾妻中学校 様

下記のとおり、御請求申しキげます。

運行日 令和6年 12月 3日 (火 )
舒き先  つくば特別支援学校
機込先

登録番号

60,500円 (税込)

大型パス

税率別内訳   金額    消費税領
109`対象    55,000 5,500

発行日令イロ 年 月 '日

台

一

一般貸切旅客自

イ

茨城県つくば市

株式お専社

代表取締役

TEL:

FAX:

担当

55,000 10% 55,00

,35,000

51500

60こ500

公

た付 され
し は

交り

の

ょ

こ

に

で つ



|■ 文書l科学省坤紺構vw畑

特別支援教育について

インクルTシブ教育システム構築事業 (■
億6,658万円)

早期からの教育相談 こ支幾体鑑は構築事業

障害のある子供一人一人の教育的五―ズに応じ

た支援を保障する就学先を決定するため、早期か

らの教育相談・支援体制を構築する取組について

実践研究を行い、その成果を普及する。

インクルーシリ
｀
教育システム構築 :Ⅲデザし′嘉導

インクルーシブ教育システム構築のための特別

支援教育を着実に推進していくため、各学校の設

置者及び学校が、障害のある子供に対して、その

状況に応じて提供する「合理的配慮」の実践事例

を収集するとともに、交流及び共同学習の実施

や、域内の教育資源の組合せ (スクールクラスタ

ー)を活用した取組の実践研究を行い、その成果
を普及する。

鐘別支携学横機能1韓イLモエルと鍵

特別支援学校に必要に応じて外部人材の酉己置・

活用を行い、特別支援学校全体としての専門性を

確保するとともに、各特別支援学校の役害J分担を

地域別や機能別に明確化し、特別支援学校のセン

ター的機能を一層強化する。また、視覚障害、聴

覚障害、病弱 (身体虚弱を含む。)等の一県当たり
の設置している学校数が少ない特別支援学校につ

いて、広城による連携を推進する。

望披Lおける交流及び共同学智在湧じた鱒密者理
解 (心のパリアフリー)の推進事業

2020年オリンピック・パラリンピック東京大会

の開催を契機として、障害のある子供と障害のな

い子供が一緒に障害者スポーツ (夏季・冬季パラ

リンピックの種目など)を行う、障害者アスリー
トの体験談を聞くなどの障害者スポーツを通した

交流及び共同学習を実施することにより、互いの

イ囲r性や多様性を認め合える共生社会の形成に向とす

た取組につなげる。

撤慧偽撤豊最近桑魏 き.

と強必1童雄数:■生艶登るい磐速k
正

≧1当盤醜 査塗姐払

≧量別立1逢独醐 ■と亀量患
導要領等

生幽甦誰劃曲起螂

5.発達障害について

位整俊蜘 他佐ユ

J翅ほ姻数蔵腿逃朗選

五        、その地

豊勲 餓

10.実施事業

il,資料 (データ、通知、答申、

報告書等 )

Lk征手掛2年 12月
現在 )

7

す‡号

メニュー==
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111文 部利学省鎌猟韓蔦とャ蜘

特別支援教育について

イ ン ク ル ー シ プ 教 育 シ ス テ ム 構 築 モ デ ル 事 業  加着干iミ磯 最近錮 腫

虹題簑幽こ醜 丘速盟笙よ

5,発達障害について

2.事業の内容及ぴ実施方法

学校の状況や地域の実態等に応じて、次の事業内容

を実施する。

盤盟蜘 墨違触迦止エ

醜 蜘 a魁 腿

(1)平成2'日gィ ンク , ―シブ教育システム構築 丘艇鞭 備ゝての色虫
モデルスクール

(2)平成2″年博インクルーシブ教育システム結築

翔 ―!(:。ことここi】〕ことことどこ】Lξ寸[ことせ甘ことことユ」と…… 9,事業五の≧盤

`■

)平成つ7年 1守インテノ
'

―シリ
｀
数裔システム脳築

10,実施事業

3.委託先
11重葦撃墜二玉と 塗生壇コ邑蝉
報告書等)

ユ.題旨

インクルーシブ教育システム構築のための特別支援

教育を着実に推進していくため、各学校の設置者及び

学校が、障害のある子供に対して、その状況に応じて

提供する「合理的酉己慮Jの実践事例を収集するととも
に、交流及ぴ共同学習の実施や、域内の教育資源の組

み合わせ (スクールクラスター)を活用した取組の実
践研究を行い、その成果を普及する。

(1)イ ンクルーシプ教育システム構築モデルスクー

)レ

・都道府県・指定都市教育委員会

(都道府県教育委員会は、管内の市区町村教育委員会

に本事業の一部を再委託することができる)
。市区町村教育委員会

・附属幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育

学校を設置する国立大学法人

・幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校

を設置する学校法人等

勘 肌董張数育生艶【h鶴腿
五

ど挫別支援教資ぴ,現状

3.特別支挑教育に関する学 :望格

導要領等

現在 )

荘帯号

07
5

メニュー 中―

2



(2)イ ンクルーシブ教育システム構築モデル地域

(交流及び共同学習)

。都道府県 。指定都市教育委員会

(都道府県教育委員会は、管内の市区町村教育委員会

に本事業のT部を再委託することができる)
・市区町村教育委員会

・附属学校を設置する国立大学法人

・幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学

校、特別支援学校を設置する学校法人等

(3)イ ンクルーシブ教育システム構築モデル地域

(スクールクラスター)

・都道府県 。指定都市教育委員会

(都道府県教育委員会は、管内の市区町村教育委員会

に本事業の一部を再委託することができる)

・市区町村教育委員会

・附属学校を設置する国立大学法人
B幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学

校、特別支援学校を設置する学校法人等

4.委託期間

本事業の委託期間は、原則として委託を受けた日か

ら当該年度の3月末日までとする。

インクルーシブ教育システム横築モデル串業の概

嬰図 (PDFi326K8)機

インクルーシブ教育システム構築モデル事業 実
施鵜聞―畜 (PDF:87KB)嬢

インクルーシブ教育システム構築モデル事業 成
果報告書 (概要 )

お問合せ先

初等中等教育局特別支援教育課

PDF形式のファイルを御覧いただ
く場合には、 Adobe Readerが必
要です。
Adobe Readerを お持ちでない方
は、まずダウン園―ドして、イン

ストールしてください。

η

6et AdObe
ん宙obet Reatterプ、
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更新Fl i 2025年 09月 12日

ページID:25151

補助金の概要

部活動や地域クラフ活動の成果として、つくlよ市立小中義務教育学校に在籍する児童生徒が全国大会や関東大会に出場する際の連征に要

する費局を支援します。

補助対象者

補助対象大会に出場するつくば市立小中義務教育学校に在籍する児童生徒

(当該大会のF汗弓催要項等の規定に基づいて出場登録がされたものに限る。)

補助対象大会

以下の大会及びこれらに類するものとして市長が認める大会とする。

ただし、当該大会に出場するための地方大会その他予選会がF芥弓催されないものを除く。

1.公益財団法人El本中学校体膏連盟が主催する全国中学校体育大会

2 関東中学校体黄連盟が主催する関東中学校体首大会

3.日本オリンピツク委員会が後援する」OCジ ユニアオリンピックカップ

4´ 一般社戯法人全El本日欠奏楽連盟が主催する全日本吹養楽コンクール

5 東関東吹奏楽連盟が主催又は共催する東関東吹委薬ヨンクール及び東日本学校吹委楽大会

る̀一般社団法人全日本合喝連盟が主催する全日本合唱コンクール

7.一般社団法人全日本合唱連盟蘭束支部が主催する開束合唱ヨンクール

8,日本放送協会が主催するNHК全国学校音楽コンクール関東甲信越大会及び全国大会

9.全日本中学校技術 '家庭科研究会が主催する倉J進アイデアt]ボットコンテスト

10.関東甲信走哉地区中学校技術 家ヽ庭科研究会が主催する創造アイデアロボツトコンテスト

補助対象経費

補助対象者が補助対象大会に出場する際の遠征に要する経費のうち、以下の経費とする。

(1)交通費 (2)宿泊費 (3)器材運搬資

補助金の交付額

補助対象経費のうち、以下に定める額の合計額から大会の主催者又Iよ他の団体から交付を受けた補助金、助成金等の額を差し弓|いた額と

する。

交付額=以下に定める額 (交通費、宿泊費、器材運搬資)の合計額一大会の主催者又は他の団体から交付を受けた補助金、助成金等の額

【全体の限度額 :1件当たり200万円】

往路 (補助対象大会の開催地に出発する際の集合場所から開催会場

又は宿泊場所までの経路)及び帰路 (補助対象大会の開催会場又は

宿泊場所から解散場所までの経路)の交通費 (公共交通機関に係る運

賃、高速適路に係る使用料及びバスその他車両の賃借料に限る。)の

実質相当額。

※開催会場と宿泊場所との間を移動する場合の経路を除く。

1限度額 :経済atかつ合J里的な経路及び交通手段で移動した場合にお

ける交通費として市長が算定する額

'

スマートフォン版を表示

辟

　

生
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(1)交通費



(2)宿泊費

補助対象大会に出場するために宿泊を要する場合の宿泊資 (朝夕の

食事代を含む。)の実費相当額。

〔限度額 :1人 1泊当たり10,000隠 】

(3)器材運搬費
補助対象大会に出場するために器材を運搬する場合の実費相当?l員。

(F員度喜買:50万円I

補助金の交付を受けることができる者

補助対象者の保護者

申請等の委任

補助金の交付を受けようとする補助対象者の保護者は、補助金交付の申請、請求、受領その他の補助金の交付の手続に係る一切の権限を

当該児童生徒が在籍する学イス(又は地士:G主クラフ活動の運営団体の代表者に委任するものとする。

申請の流れ

【保護者の方向け】申請の流れ

1.以下の書類を学校または地域クラヴ
'に
提出してください。

O委任状 (様式第2号 )
O補助対象大会の開催要項等の写し
O出場登録児童生徒の名簿の写し
O楠勤対象経費の領収盛の写し
0 (大会の主催者又は他の団体から交付を受けた補助金等がある場合)交付決定通知書等の金額等がわかる書類の写し

※申請の際には、領収書善の写しが必要となります。大会期間中の領収書等は必ず保管してください。紛失篭″た場合、その分の経費

を計算1こ含めることができませんのでご注意ください。

※領収書の発行方法について|よ、必要1こ応じて各交通機F月や宿泊施設にお問い合わせください。

2.補助金受領後、学校または地域クラフから保護者 (委任者)に補助金が分配されます。 (申請から交付まで2、 3か月程度かかりま

す。)

【地域クラブ・学校向け】申請の流れ

t

1.「つくば市立小中蒻務教育学校全国大会等出場遠征費補助金交付申請書兼講求書 (株式第1号 )」 を教首総務課まで提出。

郵送または持参

場所 |つくば市役所本庁舎4卜曽教育総務課

大会終了日また,ま県中体連等の補助金の交付決定日から起算して20日以内かつ補助対象大会の開催日の属する年度の3月 3

1日 まで

以下の議頬を申請書兼請求善と一緒に提出してください。

O保護者からの委任状 (様式第2号 )
O補助対象大会の開催要項等の写し
O出場登録児童生徒の名簿の写し
○ 補助対象経費の領収書の写し

O (大会の主催者又は他の団体から交付を受けた補助金等がある場合)交付決定通知書等の金額等がわかる書類の写し
0その他市長が必要と認める書類

2,申請の内容に不備がな1すれば、教育総務課より rっく|ぎ市立小中義務教育学校金Ittl大会等出場速征費補助金交付 (不交付)決定通知

書 (様式第3号 )」 をお送りにノます。また、申請時に指定された国座に交付額を振込みます。 (lhR込まで申請から2か月程度かかりま

と 2
3
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す )

3.補助金受領後、保護者 (委任者)に配分するとともに、速征に要した費用に係る収支決算警を作成し、保護者 (委任者)に報告を行

う等適切な措置を諸じてください。

よくある質問

1申請者について

a申請できる人は離ですか?

A保護者から委任を受けた学校又は地域クラプ活動の運営団体の代表者です。

1経費にういて

Qガソリン代や駐車料は、交通費に含まれますか?

A禽まれません。対象となる費用は、公共交通機関に係る運賃、高速適伊台に係る使用料及びアヽスその他車両の貸借料です。

Oa'催会場と宿泊場所を移動する費用は、交通費に含まれますか?
A含まれません。対象となる費用iよ、往路 (補助対象大会のF汗身催地に出発する際の集合場所からF"B催会場又は宿泊場所までの経路)及び

帰路 (補助対象大会の開催会場又は宿泊場所から解散場所までの経酪)の交通費のみです。

1 申請期間に
ついて

O申請期限Iよいつまでですか?

A大会終了日または県中体連等の補助金の変付決定日から起算して20日以内かつ補助対象大会の開催日の属する年度の3月 31日 までで

す。申請期間を過ぎた申請はお受けできませんので、ご注意ください。

資料 (様式、要細等 )

糠式第1号 (つくば市立小中義務数鷲学と交全国大会等出ユ場速11と曽

“

歯all金交付と担誘機策請求毒う※摯投また1ま地l班クラプの方が舘入 L′

ワフイル:22_9К RⅢ

様式第2轟 (季|=状 )業保誰者の方が言こ入してください (Excetフ ァイル:¬ .4KB】

繰式捕2轄 (心伴状)ミR盤桐 (,DFつ タイル:68.lK8)

つてば市立′h中盛瀧散爾学構牟曲大会攀出爆強lI強鶴勘金李付攀麹 (PDFフ ァイル:934.6К 8近

3

ててデ古 1ヽ rFral

教育局 教育総務課
つくば市研究学園一丁目1番地1

電話 :029-883-1111(代 表)フ ァクス :029-868-7608
おrdlい合わせは尊節フォームをご利用ください、

B iⅢ….獄甲Ⅲ甲F品孟紀

`鳥

評憲滸鳥浜繁e組曽乳呼磐多咎笙増禁ずザ磐ワ」、ヂ解 す。
お持ち報萌は、左記の

,ソフトウ■7をダウンロードし、イ
ンストールしてください。
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令和 7年 4月  25日

第7年生保護者糠
つくば市立吾妻中学校長

令和7年度学校踏会計の口座掘替について

学校諸会計集金に関して、日頃よりご理解臓ご協力をいただき1虚にありがと
うございます。
さて、今年度の学校諸会計の納入について下君巳のようにいたしますのでご連
絡申し上げます。
また給食費に関しましては、学校での徴収は行いません。給食費に関しての
お問い合わせや口座変更につきましては、つくば市役所の健康教育課へ連絡を
お願いいたします。

配

(円 )

7年生 員及び口「AとAに兄姉のいる生儀)

※振替日までに振管ができなかつた場合、学校代表口座へ振込で納入していただくことになります(

※振替1件にて55円の銀行手数料力tかかります。             ィ
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合計教材貴 学級費 援助費 生健会長
スポーツ楓興
センター掛金 銀行手敬

岸1撮替百 PTA後貴

400 65 10,855月 20日 0 10,470 0 0 0

2,400 0 55 18,2536月 20日 4,200 0 t,300 4・800

2,400 480 110 33・240合計 4,200 10,470 1こ800 4・800

銀行手数
可  合計振番日 PTA会費 教構貴 学緞貴 援助貴 生掟後負

スポーツ操興
センター掛金

5司、 19,98619■70 0 0 0 4305月 20日 a

2「400 0 5S1    910556月 20日 9 0 1お00 4,800

460 11合計 0 10お70 1,800 4・800 2,400 四

, 難FF'
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令和 7年 4月  25日
第8年生保議者様

つくば市立吾妻中学校長

令和7年度学校請会計の日座振替について

学校踏会計集金に関して、風頃よりご理解 。ご協力をいただき前にありがと
うございます。
さて、今年度の学校講会計の納入について下記のようにいたしますのでご連
絡申し上 Iずます。
また給食費に関しましては、学校での徴収は行いません。給食費に関しての
お問い合わせや口座変更につきましては、つくば市役所の健康教育課へ連絡を
お願いいたします意

配

員〕

8年生 員及びPTA全員に見姉のいる生機)

※撮替日までに振替ができなかつた場合、準校代表日座へ振込で納入していただくことになります t

※振替章件にて65円の銀行手数料がかかります。

2

銀行手数剌援助貴 生徒会貴
スポーツ猥輿
センター掛金 合計機替日 PTA会長 執材費 学競費

5月 20日 0 10B882 0 0 0 400 53 17,197

6月 20日 4・200 0 1,800 4,800 2,400 0 55 13,255

合計 4,200 13,382 1=8∞ 4側 2,400 400 110 30・4S2

撮韓E PTA会受 教材費 学級貴 損助費 生徒会貴
スポーツ損輿
センター掛金

銀行手数料l 合計

5月 20日 0 10,032 0 0 0 400 551   17=197

6月 20日 0 0 1;800 4,300 2.400 0 351    0戸5

合計 0 lS,082 1,800 4β∞ 2,400 480 ld 26,252
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令和 7年 4月  25日
第9年生保護者様

つく!飾立吾養中学校長

令和7年度学校錯会計の口座振替について

学校踏会計焦金に関して、日頃よリゴ理解 nご協力をいただき誠にありがとうござい
ます。
、今年度の学校請会計の納入について下記のようにいたしますのでご連絡申し上

給食受に関しましては、学校での徴収は行いません。給食費に関してのお問い合
くば市役所の健康教育課へ連絡をお願いいたしまわせや口座変更につきましては、つ

す。

寵

破 R) (円 〕

0年生

※振替日までに振掛力tできなかつた娼合、学被代表日座へ損込で納入していただくことになります。

※振替1件にて55円の銀行手数料がかかります。

‐
島五
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5

写

り

る

の

よ

あ

頼書日 PTA会長 機構費 学鍛費 操助貴 生後伐費
スポーツ転R
センター掛金 卒業対策費銀行手数可 合計

5月 20日 0 21・557 0 0 0 SS1   22072410 0

0月 20日 ■200 0 lβ田 生E∞ 2,400 9 0 SSl  19125S

7月 18日 0 0 0 0 a 0 8,囲 551    8,05g

合計 4.200 21,557 1・800 4800 2=400 400 8,000 1151  43,032

撮書爵 PiA会費 欲材費 学後資 1 援助費 生後後負
スポーツ緑罠
センター掛査 1業

対策費
1機
脅
帝
敷
可  合計

3月 20日 0 21,55' 0 400 Oi   551  22p,201     。

a月 20日 0 0 1即lr脚 猛100 0 01     551    傷055

7月 18日 0 0 01    。 0 0 8,0001    551   ■OSa

合計 0 21,SS, 1郎Ю1 4=300 2仰 400 8嗣1 情叫 30声 12

つ ぽ 漕



令和6年度 つく!ず市立番妻中学校援助費 決算報告

【b驚帥螢,k寧

1収入の部

2支出の部

3収支決算の部  4:595:492-1,926,714=2,66ef778
残金21888,778円 は、次年度に線り選します。

令和7年3月 24日 つくtr市立吾秦中学校景

監査の結果、正確に処理されていることを確め感す。
令和7年3月 29日 |ど PTA後船 p7

この

に よ
で あ

も
lj生 しtよ

i掘

り 質イ寸された物

つ

項  目 本年度予算領 本年度決算観 増 載 付  記

会 受 1,315,200 1,3011200 -14,000 400円 Xのべ3,253名 分

銀 行 利 息 10 0 ‐10

練  越  金 3,224.292 312241282 前年蔽線趣金

補  助  金 70,000 70,000
PTAより～校磨事刈り貴(ンル
バー人材〕補助  .

雑  収  入 0 0 猥込手数料残金分

合 肘 4,600,502 4,595,492 -14.010

項  目 本年度予算額 本年度決算機 差 観 付  配

部活動補助金 4SO,000 59S,052 △ 145.952 ュニフォ‐ム、積断幕 等

環境様化補助 140,000 149,080 △ 0,050
校内環境霊綸、体花、花の種
等

輸 送 費 補 助 11000000 7861250 213=750 学校代表今加パス代 等

教育活動費補助 7001000 312,662 387,338
学智指導敬材、各種行事緞費
等

酬 礼 関 係 BO,000 70:000 10,000 外部講師謝礼 等

予  備  費 2,239,502 12,800 2.226,702 焦韓諷命分

合 計 4,6001502 1,926.714 2,682,73a

る 。__ で ぽ
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